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2019 年度ゼミナール 3（中瀬） 

1 来週以降のゼミをどのように行うのか 

※報告者と司会者の役割の違い 

報告者…当該箇所の読み込み，論点の抽出，当該論点の理由の明示化 

司会者…当該ゼミのマネジメント（簡単な課題から次第に難しいものにもっていくことで，ゼミ

メンバーの頭脳を徐々に温める。そのため事前にシュミレーションをしておく） 

① 札によるグループ結成 

② 司会者から、その日のテーマの発表：テーマの板書 

③ 報告者からの報告＆論点提示（10-15 分＊2 本＝20-30 分） 

論点とは、報告者が興味をもち、他のメンバーとぜひ討論したいと思うもの、なお、「禅問答」

にならないように工夫する（単純明快な問いの設定） 

；報告者による課題発見と提示、司会者によるマネジメント(論点をめぐる議論の方向付け，

ただし司会者は報告者の提示した論点に必ずしもこだわる必要なし) 

④ まずは，グループごとの討論，討論結果の発表（司会者は報告者と意見交換） 

⑤ 司会者による全体討論のマネジメント 

（必要があれば議論のための資料等の収集、分析を行う） 

⑥ 司会者によるまとめ 

⑦ 司会者、報告者に対する評価 

グループごとに用紙に記入、次週以降にまとめたものを配布；他者による評価の認識 

 

◎司会者の進め方について…中瀬との打ち合わせ（例えば、月曜，火曜のお昼休みなど）、

具体的なゼミの進め方をシュミレーションする 

重要なことは、当該日のゼミ討論が有意義なものにすること 

（「今日のゼミは○○について収穫があった．．．」と多くの参加者が感じるものに） 

2 本日のゼミについて 

（別紙） 

3 前回の役割の確認 

前回のゼミ後，ご相談したこととは違う内容で連絡してしまいました。大変失礼しました。 

 三商大討論会担当幹事（複数名可）：小林，竹橋 

 コンパ担当幹事：廣山，藤本 

 秋季企業ヒアリング担当幹事（複数名）：深井，奥村 

 北海道討論会担当幹事（グループ分け等の仕切り，他大学との連絡，交通手段の手配

等）：2-3 名…現時点で参加可能な方にお願いします。 


